
地域の防災リーダーとして
　乙部町消防団春季消防総合演習が、5月21日に元和台海浜公園駐車場で行わ

れました。新団員4人を含む60人が4個分団に分かれて、災害や火災が起きた

場合に備え、規律を身につけることを目的とした小隊訓練や、迅速かつ確実に

放水する技術を高めるための放水訓練を行いました。
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新
日
本
歩
く
道
紀
行
百
選
選
考

委
員
会
が
認
定
す
る
「
新
日
本
歩

く
道
紀
行
百
選
」
の
水
辺
の
道
に
、

滝
瀬
か
ら
館
浦
を
め
ぐ
る
「
乙
部

町
自
然
満
喫
コ
ー
ス
」
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
新
日
本
歩
く
道
紀
行
百
選
」

と
は
、
地
域
の
誇
る
べ
き
道
を
選

ぶ
こ
と
で
、
道
資
源
を
活
用
し
た

活
力
の
創
出
を
目
的
と
し
て
お

り
、
日
本
の
風
土
・
国
土
の
再
認

識
と
未
来
に
伝
え
る
道
の
遺
産
づ

く
り
や
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
の
ツ
ー
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
発
展
さ
せ
、
健
康
づ
く
り

と
国
内
外
の
観
光
促
進
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
認
定
さ
れ
た
「
乙
部
町

自
然
満
喫
コ
ー
ス
」
は
、
海
岸
線

や
河
川
な
ど
を
歩
く
水
辺
の
道
を

テ
ー
マ
と
し
た
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
コ
ー
ス
で
、
歴
史
や
伝
説
に

関
わ
る
場
所
に
立
ち
寄
り
な
が

ら
、
海
岸
線
を
中
心
に
歩
き
、
美

し
い
自
然
を
散
策
で
き
る
コ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
全
国
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
健
康
維
持
の
た
め
や
、

乙
部
町
の
観
光
名
所
の
再
認
識
に

ご
利
用
し
て
み
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
か
。

　

林
野
庁
が
、
優
れ
た
自
然

景
観
を
有
す
る
な
ど
、
観
光

資
源
と
し
て
の
潜
在
的
魅
力

が
認
め
ら
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
を
「
日
本
美
し

の
森  

お
薦
め
国
有
林
」
と

し
て
、
こ
の
た
び
全
国
で

九
十
三
箇
所
選
定
し
、
縁
桂

も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と

は
、
特
に
優
れ
た
自
然
景
観
を
有

し
、
森
林
浴
や
自
然
観
察
、
野
外

ス
ポ
ー
ツ
等
に
適
し
た
森
林
を
指

し
ま
す
。

　

今
回
、
美
し
の
森
と
し
て
選
定

さ
れ
た
国
有
林
で
は
、
多
く
の
方

が
美
し
い
森
林
景
観
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
三
年
か

け
て
多
言
語
に
よ
る
標
識
類
の
設

置
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
等
の

情
報
発
信
が
さ
れ
る
ほ
か
、
施
設

整
備
等
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

に

「
乙
部
町
自
然
満
喫
コ
ー
ス
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
！

「
新
日
本
歩
く
道
紀
行
百
選
」

縁桂が

選定され
ました！

「日本美しの森 お薦め国有林」に、

●①

●②

●③
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●⑥

●⑦

●⑤

地図データ：国土地理院提供
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四
月
二
十
日
、
二
十
一

日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ま

わ
り
乙
部
か
ら
、
各
小
中
学
校
と

つ
く
し
保
育
園
へ
手
作
り
の
雑
巾

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ま
わ
り
乙
部
で

は
、
就
労
継
続
支
援
の
た
め
に
訓

練
の
一
環
と
し
て
、
各
家
庭
か
ら

寄
附
さ
れ
た
古
着
や
タ
オ
ル
か

ら
、
手
縫
い
の
雑
巾
を
作
成
し
て

お
り
、
完
成
し
た
雑
巾
を
子
ど
も

た
ち
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

各
小
中
学
校
で
は
、
代
表
者
が

笑
顔
で
受
け
と
り
、
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
声
を
そ
ろ

え
て
お
礼
を
言
い
、
会
場
は
終
始

暖
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

四
月
二
十
五
日
に
栄
浜
小
学

校
、
二
十
六
日
に
乙
部
小
学
校
と

明
和
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
で
は
、
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
映
像
や
警

察
官
か
ら
話
し
を
聞
く
な
ど
し
て

学
び
ま
し
た
。

　

栄
浜
小
学
校
で
は
、
ヤ
マ
ト
運

輸
の
協
力
の
も
と
、
実
際
に
ト

ラ
ッ
ク
を
用
い
た
講
習
が
行
わ
れ
、

運
転
席
か
ら
の
死
角
や
、
巻
込
み

事
故
に
つ
い
て
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク

の
周
り
に
は
危
険
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

自
転
車
が
、
ト
ラ
ッ
ク
に
ひ
か
れ

る
場
面
で
は
、
児
童
た
ち
か
ら
悲

鳴
が
あ
が
り
、
交
通
事
故
の
恐
ろ

　

五
月
二
日
、
鮪
の
岬
公
園
で
明

和
地
区
青
少
年
を
守
る
会
と
明
和

小
学
校
の
児
童
が
、
植
樹
会
と
花

見
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
樹
会
で
は
、
児
童
が
地
域
の

方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
ス
コ
ッ

プ
や
ジ
ョ
ウ
ロ
を
使
い
、
一
生
懸

命
桜
の
木
を
植
え
、
終
わ
り
に

は
、
協
力
し
て
く
れ
た
地
域
の
方

に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
か
ら
き
れ
い
に
咲
く
の
が
楽
し

み
で
す
」
と
お
礼
を
言
い
、
そ
の

後
の
花
見
会
で
は
桜
の
花
と
海
を

し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

明
和
小
学
校
で
は
、
悪
天
候
の

た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
他

の
二
校
で
は
実
際
に
道
路
へ
出
て

自
転
車
に
乗
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
に
乗
る
前
に
周
囲
の
安

全
確
認
を
怠
ら
な
い
こ
と
や
、
交

差
点
に
は
様
々
な
危
険
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
の

大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
、
自
転
車

に
乗
っ
た
児
童
た
ち
は
、
少
し
緊

張
し
た
様
子
で
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
交
通
量
が
多
く
な
る

た
め
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
、

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る

こ
と
を
学
ぶ
大
切
な
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

臨
み
な
が
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

鮪
の
岬
公
園
の
桜
は
、
過
去
の

台
風
や
病
気
の
被
害
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
美
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

桜
守
り
の
会
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
、
保
護
、
育
成
に
努
め
て

お
り
、
日
々
の
草
刈
り
や
、
枝
切

り
等
の
剪
定
な
ど
、
一
年
を
通
し

て
様
々
な
対
策
を
行
い
、
ま
た
多

く
の
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
は
、
桜
を
眺
め
な
が
ら

互
い
に
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
以
前

の
よ
う
な
姿
を
目
指
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ルールを守って、事故をなくそう！ 各小学校で交通安全教室

鮪
の
岬
公
園

植
樹
会
・
花
見
会

子どもたちへのプレゼント

巻き込まれた自転車に驚く児童（栄浜小）

実際に道路へ出て自転車の練習（乙部小）
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千
岱
野
地
区
の
獣
魂
碑
前
で
、

五
月
三
日
に
獣
魂
祭
が
行
わ
れ
、

地
域
の
農
業
者
ら
が
参
加
し
、
好

天
に
恵
ま
れ
、
暖
か
な
日
差
し
の

な
か
、
現
代
農
業
の
基
礎
に
貢
献

し
た
家
畜
に
感
謝
の
思
い
を
表
し

ま
し
た
。

　

獣
魂
碑
は
、
古
く
か
ら
千
岱
野

地
区
の
丘
の
上
に
あ
り
、
明
治
天

皇
が
北
海
道
行
幸
を
行
っ
た
際
に

馬
車
を
引
い
た
、
名
馬
「
越
ノ
浦
」

の
碑
も
そ
ば
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

獣
魂
祭
は
、
千
岱
野
地
区
で
開

墾
が
始
ま
っ
た
頃
に
活
躍
し
た
農

耕
馬
や
乳
牛
な
ど
の
家
畜
に
対
し

て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
千
岱

野
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
恒
例

行
事
で
す
。

　

現
在
の
農
業
は
機
械
化
が
進
ん

だ
た
め
、
農
耕
馬
や
乳
牛
の
姿
は

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
家
畜
の
貢
献
や
犠
牲
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
今
の
発
展
が
あ
る
と
、

こ
の
催
し
は
、
地
元
の
方
々
に
と

て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
森
龍
神
社
例
大
祭
が
、
五
月

五
日
に
、
竹
森
龍
神
社
で
行
わ
れ
、

漁
業
関
係
者
や
地
域
の
住
民
が
参

加
し
、
今
年
の
豊
漁
と
安
全
を
願

い
ま
し
た
。

　

竹
森
（
標
高
百
九
十
三
メ
ー
ト

ル
）
は
、
海
か
ら
そ
の
位
置
が
良

く
確
認
で
き
、
古
く
か
ら
漁
師
た

ち
の
羅
針
盤
と
し
て
、
出
船
・
入

船
操
業
の
安
全
に
役
立
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
信
仰
を
集
め
て
お
り
、

大
正
十
三
年
五
月
に
は
、
国
か
ら

「
航
行
目
標
保
有
林
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
林
義
秀
祭
典
委
員

長
が
「
今
の
農
業
の
発
展
の
影
に

は
家
畜
が
い
て
、
家
畜
が
い
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
経
営

の
犠
牲
に
な
っ
た
家
畜
に
対
し

て
、
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
捧

げ
ま
す
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
ら
が
玉
ぐ
し

奉
天
を
行
っ
て
式
典
は
終
了
し
、

千
岱
野
ふ
る
さ
と
館
で
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
、
地
域
の
話
題
に
会
話
が
弾
み
、

こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
農
作
業
に

向
け
て
、
英
気
を
養
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
そ
の
役
割
を
灯
台
に

譲
り
ま
し
た
が
、
漁
業
関
係
者
の

間
で
は
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
森
龍
神
社
は
、
竹
森
の
頂
上

付
近
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
当
日

は
漁
師
の
方
々
が
持
ち
寄
っ
た
大

漁
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
神
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
大
祭
終
了
後
に
は
、
地
元
で

獲
れ
た
海
の
幸
や
山
の
幸
が
寿
の

家
で
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
は
舌

鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
今
年
一
年
の

漁
に
む
け
て
気
持
ち
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

家
畜
に
感
謝
を

一
年
の
豊
漁
と

安
全
を
願
い

千
岱
野
獣
魂
祭

竹
森
龍
神
社
例
大
祭

　

奥
尻
町
出
身
で
詩
人
の
麻
生
直

子
氏
か
ら
乙
部
中
学
校
へ
、
平
成

二
十
七
年
か
ら
毎
年
、
寄
附
金
が

送
ら
れ
て
お
り
、
図
書
の
購
入
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
生
氏
は
、
乙
部
中
学
校
が
統

合
さ
れ
た
際
の
校
歌
の
作
詞
を
さ

れ
た
縁
か
ら
寄
附
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
十
五
年
に
は
縁
桂
森
林
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
縁
桂
を
題
材
と

し
た
詩
を
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

乙
部
中
学
校
の
西
川
校
長
先
生

は
「
こ
う
い
っ
た
縁
で
寄
附
を
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
生
徒

に
は
こ
の
機
会
に
色
々
な
本
に
親

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

暖
か
な
心
づ
か
い
に

感
謝
し
ま
す
。

千岱野地区からみる竹森
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春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、

四
月
二
十
三
日
に
町
内
全

域
で
行
わ
れ
、
早
朝
か
ら

六
百
九
十
二
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
自
然
を

守
り
、
清
潔
で
美
し
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
毎
年
春

と
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
各
自
治
会
町
内
会
や
各

種
団
体
を
中
心
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
方
が
参
加

す
る
恒
例
行
事
で
、
道
路
の

路
肩
や
、
海
岸
近
く
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
を
協
力
し
て
集

め
ま
し
た
。　

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

は
、
約
千
八
百
九
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
、

家
庭
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
粗

大
ゴ
ミ
は
約
五
千
五
百
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ゴ
ミ
を
拾
い

な
が
ら
、
自
然
や
街
の
景
観

を
守
る
大
切
さ
を
再
認
識
し

「
清
潔
な
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
が
無
く

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

乙
部
町
集
落
支
援
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
鳥
山
ゆ
り
の
里
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
野

菜
市
が
、
五
月
二
十
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

直
売
さ
れ
て
い
る
野
菜
は
、
富

岡
、
千
岱
野
地
区
の
農
家
が
生
産

し
た
野
菜
や
旬
の
山
菜
な
ど
、
季

節
に
よ
っ
て
種
類
が
変
わ
り
、
新

鮮
で
美
味
し
い
野
菜
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
例
年
好
評
で
す
。

　

野
菜
市
を
訪
れ
た
人
は
、
料
理

方
法
を
お
互
い
に
話
す
な
ど
し
な

が
ら
、
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

販
売
時
間
は
、
毎
週
土
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
で
す
が
、
野
菜
が

な
く
な
り
次
第
終
了
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

一人一人の心がけで

いつまでも

きれいな町を

町内各地でクリーン作戦

　

今
年
も
四
月
か
ら
、
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
に
設
置
さ
れ

た
足
湯
「
ゆ
っ
た
り
」
が
開
設
し

ま
し
た
。

　

源
泉
か
け
流
し
の
足
湯
は
、
ベ

ン
チ
式
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

に
使
え
る
歩
行
湯
も
あ
り
、
利
用

者
は
足
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
会
話

を
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
タ
オ
ル
を
用
意
し
足
湯
に

行
っ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

五
月
十
九
日
、
道
南
う
み
街
信

金
乙
部
支
店
前
で
、
江
差
警
察
署

が
、
道
南
う
み
街
信
金
と
乙
部
町

防
犯
協
会
の
協
力
の
も
と
、
春
の

地
域
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
で
は
、
通
行
人
な
ど
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
布
し
、
日

頃
か
ら
の
詐
欺
等
の
犯
罪
へ
の
注

意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

足
湯
に
つ
か
っ
て
　
身
も
心
も
ゆ
っ
た
り

春
の
地
域
安
全
運
動

新
鮮
野
菜
を
直
売
！

野
菜
市
が
今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
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高齢者肺炎球菌 予防接種のご案内

　助成の対象となるのは1人1回きりです。肺炎は冬に限らず

一年を通じていつでもかかる可能性があります。体調の良い

早いうちに接種を済ませておくことをお勧めします。

肺炎とは？

　細菌やウイルスなどが、体に入り込んで起こる肺の炎症です。日常でかかる肺炎

の原因で最も多いのが「肺炎球菌」によるものです。症状としては、発熱や咳、痰、

息苦しさ、胸の痛みなどがあります。

体力や抵抗力（免疫力）が弱まった時などに感染を起こしやすく、普段元気に暮らしている方

でも、持病の悪化や体調不良などをきっかけに感染する可能性のある病気です。

①、②のいずれかに該当し、今までに肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方。

①平成29年度に下記の年齢になる方・・・下記生年月日の方は次年度以降対象となりません。

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で１級の身体障害者手帳をお持ちの方

平成２９年度の定期接種の対象者

６５歳（昭和 27 年 4 月 2 日～ 28 年 4 月 1 日） 　７０歳（昭和 22 年 4 月 2 日～ 23 年 4 月 1 日）

７５歳（昭和 17 年 4 月 2 日～ 18 年 4 月 1 日） 　８０歳（昭和 12 年 4 月 2 日～ 13 年 4 月 1 日）

８５歳（昭和　7年 4月 2日～ 8 年 4 月 1 日） 　９０歳（昭和 2年 4月 2日～ 3年 4月 1 日）

９５歳（大正 11 年 4 月 2 日～ 12 年 4 月 1 日） １００歳（大正 6 年 4 月 2 日～ 大正 7年 4月 1日）

実施期間 平成３０年３月１６日（金）まで　( 外来のある日 )　※１日約５名まで

会　 場 乙部町国民健康保険病院

個 人
負 担 金

１回接種　３，０００円　
　※生活保護世帯の方は申込時にお申し出下さい。
　※接種料金８，１１０円のうち、町より５，１１０円を助成しています。

申　 込 申込先　乙部町役場　町民課保健衛生係　　電話　６２－２３１１

そ の 他 お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意事項をお送りします。
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6月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 5
　28

 5
　29

 5
　30

 5
　31 1 可燃ごみ

②地区 2 可燃ごみ
①地区 3

1歳6か月児、3歳児健診
（交流 午後1時～）

運動会（明和）
（明小 午前9時30分～）

マーチングパレード
（乙小 午後2時～）

4 5 可燃ごみ
②地区 6 可燃ごみ

①地区 7 不燃ごみ
①地区 8 可燃ごみ

②地区 9 可燃ごみ
①地区 10

休日当番医
厚沢部町国保病院

運動会（乙部・栄浜）
（乙小 午前8時30分～）

（栄小 午前9時～）

B型肝炎ワクチン予防接種
（国保 午後１時～）

四種混合予防接種
（国保 午後１時～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

少年の主張大会
（公民 午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

健康相談
（ゆ里 午後1時30分～）

11 12 可燃ごみ
②地区 13 可燃ごみ

①地区 14 不燃ごみ
②地区 15 可燃ごみ

②地区 16 可燃ごみ
①地区 17

休日当番医
道立江差病院

通学合宿（13日まで）
（町館 午前9時～）

防災気象講演会
（公民 午後2時～）

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

健康相談
（潮希 午後１時30分～）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後1時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後１時～）

おたっしゃ体操教室
（三研 午後1時30分～）

姫川おしゃべりサロン
（午前9時～）

小学校陸上競技大会
（町グ 午前9時～）

ウォーキング講座
（ゆ里 午後6時～）

健診結果説明会
（公民 午前9時30分～）

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～）

18 19 可燃ごみ
②地区 20 可燃ごみ

①地区 21 不燃ごみ
①地区 22 可燃ごみ

②地区 23 可燃ごみ
①地区 24

休日当番医
佐々木病院

檜山小中学生剣道錬成大会
（町体 午後1時～）

健診結果説明会
（豊セ 午前9時30分～）

こころの健康相談
（江保 午後３時～）

男のためのお達者教室
（ケア 午後1時30分～）

よい子の歯科検診
（緑寿 午前９時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

健康相談
（三愛 午前9時～）

（三研 午前9時40分～）

南部檜山清掃センターは
機会点検整備のため休業
となります

みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（公民 午前10時～）

25 26 可燃ごみ
②地区 27 可燃ごみ

①地区 28 不燃ごみ
②地区 29 可燃ごみ

②地区 30 可燃ごみ
①地区

 7
1

休日当番医
乙部町国保病院

つくし保育園運動会
（町グ 午前9時～）

たんぽぽクラブ
（町体 午前10時～）

日本脳炎ワクチン予防接種
（ケア 午後１時～）

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (豊セ) とよはま地区センター (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (町館) 町民会館

(国保) 国保病院 (交流) 生きがい交流センター (三研) 三ツ谷研修会館 (乙小) 乙部小学校

(町体) 町民体育館 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (姫ふ) 姫川ふれあいセンター (栄小) 栄浜小学校

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所 (潮希) 潮見希望館 (明小) 明和小学校

(公民) 公民館 (緑寿) 緑町寿の家 (町グ) 町民グラウンド

通学合宿
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第327号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
六
・

十
七
日
に
、
第
一
回
町
民
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
五
十

周
年
。
こ
の
記
念
の
年
に
ち
な
み
、

町
公
民
館
で
は
一
年
を
通
じ
て
多

彩
な
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

五
月
十
四
日
そ
の
第
一
弾
と
し

て
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
二

百
五
十
名
ほ
ど
の
方
々
が
「
ま
つ

り
」
を
満
喫
し
ま
し
た
。
各
コ
ー

ナ
ー
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

  

お
と
べ
寄
席

　

ま
ず
初
代
・
林
家
三
平
さ
ん
の

最
後
の
弟
子
で
、
小
樽
か
ら
リ
ヤ

カ
ー
を
引
い
て
東
京
に
弟
子
入
り

し
た
こ
と
で
も
有
名
な
林
家
と
ん

で
ん
平
さ
ん
の
落
語
か
ら
ま
つ
り

が
ス
タ
ー
ト
。
喜
怒
哀
楽
、
特
に

笑
い
を
遠
慮
な
く
表
現
す
る
と
健

康
に
な
る
と
力
説
し
ま
し
た
。

　

ま
た
手
話
落
語
を
始
め
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
あ
と
、
実
際

に
手
話
の
基
本
を
披
露
し
、
最
後

は
会
場
に
集
っ
た
全
員
と
「
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
を
手
話
を
交
え

て
合
唱
し
「
お
と
べ
寄
席
」
の
最

後
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

  

防
災
炊
き
出
し
訓
練

　

万
一
の
災
害
時
に
備
え
よ
う

と
、
緑
町
女
性
会
（
今
井
琴
音
会

長
）
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で
で
き
あ

が
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
大
好
評

で
、
お
代
わ
り
を
す
る
人
も
。

　

今
井
会
長
は
、
「
実
際
に
炊
き

出
し
を
す
る
場
合
は
、
食
材
や
調

理
の
道
具
な
ど
、
そ
の
場
に
な
っ

て
み
な
い
と
何
が
足
り
な
い
か
が

わ
か
ら
な
い
。
い
つ
や
っ
て
く
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
を
、
普
段
か

ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
備
え

あ
れ
ば
う
れ
い
な
し
、
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

  

大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

は
ら
は
ら
・
ド
キ
ド
キ
の
大
道

芸
を
披
露
し
て
く
れ
た
の
は
「
お

ど
け
箱
」
の
メ
ン
バ
ー
。
「
自
分

の
意
志
を
持
っ
た
水
晶
玉
」
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
パ
イ
プ
に
乗

せ
た
板
に
乗
っ
て
ナ
イ
フ
の
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
を
披
露
し
た
り
と
、
見

る
人
に
笑
い
を
ふ
り
ま
き
、
ハ
ッ

と
息
を
飲
ん
だ
り
す
る
場
面
も
。

  

今
野 

敏
さ
ん 

文
化
講
演
会

　

午
後
か
ら
は
、
「
隠
蔽
捜
査
シ

リ
ー
ズ
」
な
ど
の
作
品
が
数
々
の

賞
を
受
賞
し
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
・

映
画
化
さ
れ
て
い
る
著
名
な
作
家

今
野　

敏
さ
ん
の
文
化
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
野
さ
ん
は
北
海
道
出
身
で
、

江
差
町
や
函
館
市
に
住
ん
だ
こ
と

も
あ
り
、
道
南
を
訪
れ
る
の
は
四

十
六
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。

　

「
夢
と
の
つ
き
あ
い
方
」
と
題

し
た
講
演
で
、
自
分
も
漫
画
家
を

目
指
し
た
が
、
学
生
時
代
に
初
め

て
書
い
た
小
説
で
小
説
新
人
賞
を

　

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
落
と
し
、
二

度
目
に
挑
戦
し
た
と
き
に
は
「
が

ん
ば
れ
～
！
」
と
声
援
も
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

「
来
て
、
見
て
、
学
ぶ
」

公
民
館
ま
つ
り
を
満
喫

▲手話を交えて落語をする林家とんでん平さん

受
賞
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
三

年
間
勤
め
た
後
小
説
家
に
専
念
。

年
代
や
境
遇
と
と
も
に
目
指
す
夢

が
変
わ
っ
て
き
た
体
験
を
披
露
。

　

「
夢
を
持
つ
こ
と
と
、
そ
の
夢

が
叶
う
こ
と
は
完
全
に
イ
コ
ー
ル

で
は
な
い
。
但
し
、
叶
わ
な
か
っ

た
夢
も
現
在
の
仕
事
に
必
ず
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
し
、
今
後
の
選

択
も
夢
に
少
し
ず
つ
近
づ
け
、
夢

を
見
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

生
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
」
と
語

り
ま
し
た
。
ま
た
「
若
い
人
は
早

い
時
期
か
ら
自
分
の
夢
に
耳
を
傾

け
、
力
を
注
ぐ
こ
と
が
必
要
」「
夢

を
諦
め
、
も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た

と
き
か
ら
人
は
本
当
に
だ
め
に
な

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

▲炊き出し訓練を行った緑町女性会の皆さん

▲ハラハラ・ドキドキのパフォーマンス

▲熱く語った　今野　敏さん
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▲出来たてのわたあめ待ってます♪ ▲他の本に目移りしそう・・古本市

▲木棒のプールがお気に入り♪

  

古 

本 

市

　

公
民
館
図
書
室
の
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
古
本
市
が
開
か
れ
ま

し
た
。
道
立
図
書
館
な
ど
か
ら
譲

り
う
け
、
用
意
し
た
絵
本
や
文
芸

書
、
実
用
書
は
三
百
数
十
冊
。
一

人
二
冊
ま
で
無
料
で
持
ち
帰
え
ら

れ
る
と
あ
っ
て
、
本
を
選
ぶ
姿
勢

は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

  

子
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー

　

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
縁

日
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ボ
ー
ル

す
く
い
、
輪
投
げ
、
わ
た
あ
め
の

無
料
提
供
が
あ
り
、
午
前
十
時
か

ら
の
開
始
時
間
と
共
に
順
番
を
待

つ
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
棒
の
プ
ー
ル
や
積
み

木
も
人
気
で
、
細
い
木
の
棒
の
上

に
浮
か
ん
だ
り
、
身
体
を
動
か
す

と
沈
ん
で
い
く
独
特
な
感
触
に
、

子
供
達
も
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

一
定
の
年
代
の
方
は
、
歌
の
タ

イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
懐
か
し

い
！
若
い
人
に
も
シ
ン
プ
ル
さ
が

ま
た
新
鮮
！
二
年
前
の
町
制
施
行

の
記
念
事
業
で
も
そ
ん
な
歌
を
披

露
し
、
大
好
評
だ
っ
た
北
海
道
歌

旅
座
に
よ
る
「
昭
和
の
う
た
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前

回
同
様
、
大
盛
り
上
が
り
間
違
い

な
し
で
す
。
昭
和
の
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

七
月
七
日
（
金
）

　

午
後
六
時
開
場
（
六
時
三
十
分
開
演
）

と
こ
ろ　

町
民
会
館

入 

場
料　

千
円
（
中
学
生
以
下
無

料
で
す
が
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
）

チ 

ケ
ッ
ト
販
売　

役
場
、
公
民
館

外
町
内
六
ヵ
所
で
販
売
し
ま
す
。

　

 

詳
し
く
は
広
報
の
折
込
み
チ
ラ

シ
を
御
覧
く
だ
さ
い

送 

迎
バ
ス
運
行　

大
岩
～
町
民
会

館
と
富
岡
～
滝
瀬
～
町
民
会
館

で
運
行
し
ま
す
。
な
お
バ
ス
を

ご
利
用
す
る
方
は
、
チ
ケ
ッ
ト

購
入
の
際
に
そ
の
旨
を
申
し
込

み
下
さ
い
。

　

こ
の
プ
ー
ル
は
「
き
ぼ
う
（
木

棒
）
の
プ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
、「
木

と
ふ
れ
あ
い
、
木
に
学
び
、
木
と

生
き
る
」
取
組
『
木
育
（
も
く
い

く
）
活
動
』
と
し
て
近
年
注
目
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
昭
和
の
う
た
」
を
！

次
は
第
２
弾　

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
で

【 一 般 向 け 】

●サーベル警視庁 （今野　敏）

●大人の流儀　７　さよならの力 （伊集院　静）

●タッグ私の相棒（アンソロジー） （角川春樹事務所）

●きのうの影踏み （辻村　美月）

●捨てる　アンソロジー  （文藝春秋）

●夜行 （森見　富美彦）

●ツバキ文具店 （小川　糸）

●暗幕のゲルニカ （原田　マハ）

●あんしん子育てガイド （小学館）

●コンプリメントで不登校は治り、子育ての悩みは解決する

 （森田　直樹）

【幼児・児童向け】

●オドロキ！血液型占い大じてん （成美堂出版）

●おしゃれどろぼう怪盗クリスタル１～３ （伊藤　クミコ）

●SING　シング （澁谷　正子）

●めくってめくって （つしま　ひろし）

●モアナと伝説の海（絵本版） （KADOKAWA）

《皆さまのご利用をお待ちしています♪》

図書室の新刊おすすめ紹介 なつかしい、昭和の写真を
募集しています

　町民文化祭５０周年記念事業実行委員会では、皆

様がお持ちの昭和の写真を募集しています。

　昭和３０年代～４０年代くらいの町並みの様子や、

どんな時に写された写真かなどを記録として残し、

一部を町民文化祭で「昭和の回顧展」として公開す

る予定です。貸していただいた写真は、パソコンに

読み込んだ後に責任をもってお返しします。

　ぜひ、皆様のご家庭にある昭和の時代の写真を提

供くださるよう、よろしくお願いします。

　【お問合せ】

　乙部町民文化祭50周年記念事業実行委員会

　事務局：乙部町公民館（62-3311）又は

　　　　　乙部町教育委員会（62-2253）

　『乙部町少年の主張大会が開催されます』
乙部中学校の生徒が日頃考えていることなどを主張します。皆様のお越しをお待ちしています。

と　き　６月７日（水）１３時３０分～

ところ　公民館　２階講堂
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六
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
６
月
８
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

▽
６
月
20
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お

済

み

で

す

か

お 知 ら せ

税 務 職 員 募 集

札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャリストと

して活躍する税務職員を募集しています。

平成29年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

１　受験資格　高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者

２　申込受付期間

　⑴　インターネット

　　　６月19日(月) ～６月28日(水)

　　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　⑵　郵送又は持参

　　　６月19日(月) ～６月21日(水)〔通信日付印有効〕

　　　 インターネット申込みができない場合は、第１次試験地を管

轄する人事院地方事務局に郵送又は持参により申込書を提出

します。

　　　※　人事院北海道事務局

　　　　　〒060-0042　札幌市中央区大通西12丁目　TEL011-241-1248

３　第１次試験【基礎能力試験、適性試験、作文試験】

　　９月３日(日)

４　第１次試験合格者発表日

　　10月５日(木)

５　第２次試験【人物試験、身体検査】

　　10月11日(水) ～ 10月20日(金)のうち指定する日

６　最終合格者発表日

　　11月14日(火)

　御不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当(℡011－231－

5011 内線2315)又は最寄りの税務署(総務課)にお尋ねください。

クールビズを実施します

地方創生シンポジウム

　乙部町役場では、地球温暖化防止および省エ

ネルギーの推進を図るため、毎年夏季にクール

ビズの取り組みを行っています。

　今年も、6月1日から9月29日までクールビズ

を実施します。

　職員は、ノーネクタイ・ノージャケット等で

業務を行っていますので、皆様のご理解とご協

力をお願いします。

　各分野から講師を招き、檜山の“これから”

にていて考える講演を行います。

　ぜひ、お気軽にご参加ください

と　　き　６月２０日（火）13:30 ～ 17:00

場　　所　江差町文化会館 大ホール

申込期限　６月９日（金）まで

お問い合わせ　函館測量設計業協会事務局

　　　　　０１３8-２６-３３２３

ねんきんの窓

　 国民年金基金は、老後に受け取る国民年金（老齢基礎年金）の不足分を

補うための上乗せ年金として創設された公的な年金です。

　国民年金基金に加入できるのは、次のいずれの条件も満たしている方です。

　　　 

● ２０歳から６０歳未満の方、又は６０歳から６５歳未満で国民年金に任意

加入している方

●国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者除く）

【こんなメリットがあります】
①掛金の全額が課税所得から控除され、所得税・住民税ともに軽減されます。

② 加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんので、自分に合わせ

た年金設計ができます。

③ 保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、遺族の方に一時金

が支給されます。

　詳しくは、北海道国民年金基金（フリーダイヤル0120－65－4192）まで

お問合せください。

国民年金にゆとりをプラス　自分で入る公的な個人年金

国 民 年 金 基 金

タバコのポイ捨ては、絶対にやめましょう。家庭ゴミ、木の枝、枯草等の野焼きは禁じられています。

乙部町国民健康保険病院　６月外来診療日程表
午前 8:30 ～ 11:00
午後 1:00 ～ 3:00

診療受付時間
月～金（祝日除く）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

午
前

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

金
子

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬 休

日
当
番
医

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

奈
良

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

松
本

宮
西

宮
西

宮
西

奈
良

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

宮
西

午
後

村
瀬

宮
西

宮
西

奈
良

宮
西

奈
良

宮
西

宮
西

村
瀬

宮
西

村
瀬

村
瀬

松
本

村
瀬

宮
西

奈
良

村
瀬

宮
西

村
瀬

宮
西

村
瀬

宮
西

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。
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【山火事を発生させない心がけ】山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。

６月の診療予定です
新任医師紹介外来診療体制

整 形 外 科 午前 月から金曜日

循 環 器 内 科
午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

消 化 器 内 科
午前 月曜日と水曜日と金曜日
午後 月曜日と火曜日と水曜日

呼 吸 器 内 科
午前 金曜日
午後 木曜日

総合診療（外科）午前 火曜日と水曜日と木曜日

外 科 午前 9日．23日

小 児 科 午前 月から金曜日（午後からの受診は事前に連絡願います）

泌 尿 器 科
午前 月から金曜日
午後 水曜日

精 神 科
午前 月から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前 6日.7日.15日.20日.21日.29日
午後 14日.28日

眼 科
午前 8日.22日（予約以外の方は10時までに受付）
午後 7日.21日.28日

皮 膚 科 午前 火曜日

神 経 内 科  9日.23日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 

　　　 （初診の方は、9時00分～） 

午後･･･13時00分～ 14時30分

小児科　野上　和剛　医師　

前任地：北海道立子ども総合医療・療育センター

桧 山の印象：初めての道南での生活になります。

昔住んでいた留萌に似ている事が多いです

ね。久しぶりに食べた羊羹が美味でした（あ

んこを食べない息子が、当地の羊羹はよく食

べます）。

専 門：小児科全般、特にアレルギー診療を得意としています。南檜山のア

レルギー疾患の有病率・重症度は、かなり高い印象があります。

趣 味：動物の番組や動画を見たり触れ合ったりすること、読書、チーズ

患 者さんへ一言：南檜山の子どもたちのためにこれから頑張ります。私に

も３歳の子供がおり、子育ての面白さ・大変さ・難しさを実感しています。

疾患・発達・発育に関することなど、気軽にご相談ください。

循環器科　鈴木　洋平　医師

前任地： 函館五稜郭病院

桧山の印象： のどか、お祭りが楽しみ

専門及び関心ある領域： 循環器、腎臓、内分泌

趣味： 海外旅行、ダイビング

特技：IT技術

患 者さんへ一言: 短期間ですが、桧山と道南医

療に貢献するため、できることをきっちり

やっていきます。よろしくお願いします。

☆職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員、臨時看護助

手を常時募集しております。☎５２－００３６（内線２０２）

総看護師長 廣野（58歳の方まで、正職員（看護師）として

就職可能です。）助産師、薬剤師、診療放射線技師も募集し

ております。詳しくは、北海道病院管理局ホームページへ

　

整
形
外
科
で
は
緊
急
の
患
者
様
以
外
は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
す
る
「
完
全
予

約
制
」
か
ら
通
常
の
外
来
診
療
体
制
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

杉　

憲　

医
師

　

す
ぎ　

あ
き
ら

前
任
地
：
函
館
五
稜
郭
病
院

桧 

山
の
印
象
：
海
が
き
れ
い
。
関
節
の
痛
み
で
悩
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
が
多
い
。

専
門
及
び
関
心
あ
る
領
域
：
肩
関
節
、
外
傷
全
般

趣
味
：
野
球
、
ア
ウ
ト
ド
ア

患 

者
さ
ん
へ
一
言
：
整
形
外
科
専
門
医
と
し
て
、
上
記
専
門
分
野
に
限
ら
ず
腰
・
膝

な
ど
一
般
整
形
外
科
疾
患
に
対
し
、
幅
広
く
親
身
に
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

方
針
と
し
て
、
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
を
第
一
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

　

福
士　

竜
之
介　

医
師

　

ふ
く
し　

り
ゅ
う
の
す
け

前
任
地
：
旭
川
厚
生
病
院

桧
山
の
印
象
：
暖
か
く
海
が
綺
麗
。
食
べ
物
が
美
味
し
い
。

専
門
及
び
関
心
の
あ
る
領
域
：
整
形
全
般

趣
味
：
野
球
・
旅
行
・
映
画
鑑
賞
・
飛
行
機

特
技
：
す
ぐ
寝
る
。
ひ
っ
そ
り
と
飲
む
。

患 

者
さ
ん
へ
一
言
：
前
任
地
の
旭
川
と
は
、
同
じ
北
海
道
で
も
全
然
雰
囲
気
が
違

い
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
江
差
の
こ
と
を
知
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

 

日
々
の
外
来
診
療
、
整
形
外
科
手
術
等
、
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
誠
心
誠

意
頑
張
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

北
海
道
立
江
差
病
院

　
　
　
　
整
形
外
科
　
新
任
医
師
紹
介
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今
年
一
月
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
乙
部
町
に
移
住
し
て
き

ま
し
た
粕
谷
翔
馬
で
す
。
生
ま
れ

は
大
阪
府
吹
田
市
で
、
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

お
り
、
今
は
乙
部
町
体
育
館
で
週

に
一
度
フ
ッ
ト
サ
ル
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な

の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
て
町

に
溶
け
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
な

の
で
、
休
日
の
天
気
が
良
い
日
は

よ
く
外
出
し
て
い
ま
す
。
気
づ
き

ま
し
た
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

私
の
主
な
業
務
は
観
光
振
興
担

当
と
し
て
、
観
光
協
会
に
配
属
さ

れ
、
乙
部
町
商
工
会
内
に
席
を
置

か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
活
動
内
容
は
主
に
観
光

資
源
の
発
掘
、
観
光
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
の
応
対
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
で
、
今
は
な
に
よ
り

乙
部
町
の
こ
と
を
知
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

乙
部
町
に
は
舘
の
岬
や
鮪
の

岬
、
元
和
台
海
浜
公
園
や
シ
ラ
フ

ラ
と
い
っ
た
海
沿
い
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
陸
に
目
を
向

け
て
も
乙
部
岳
や
縁
桂
と
い
っ
た

様
々
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
道
沿
い
に
点
在
す
る
岬
の
景

観
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
シ

ラ
フ
ラ
や
乙
部
岳
、
縁
桂
は
協
力

隊
に
な
っ
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

シ
ラ
フ
ラ
は
真
っ
白
な
岸
壁
が

す
ご
く
き
れ
い
で
何
度
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
通
っ
て
い
ま
す
し
、
乙

部
岳
は
い
つ
か
登
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
縁
桂
は
二
本
の
大
木
が

太
い
枝
で
連
結
し
て
い
る
の
に
と

て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
し
、
遊
歩

道
も
空
気
が
美
味
し
く
森
の
香
り

と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

良
さ
と
い
う
の
は
、
初
め
て
見
た

時
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
番
大
事
だ
と

思
う
の
で
、
自
分
が
最
初
に
訪
れ

た
時
の
新
鮮
な
感
覚
を
忘
れ
ず

に
、
観
光
資
源
の
改
善
点
の
整
理

や
、
魅
力
的
に
感
じ
る
見
せ
方
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

こ
こ
最
近
何
件
か
来
て
い
ま
し

て
、
所
在
地
や
ル
ー
ト
に
つ
い
て

の
質
問
に
は
す
ぐ
に
回
答
が
で
き

る
の
で
す
が
、
お
店
の
営
業
時
間

や
お
土
産
の
料
金
・
味
な
ど
、
細

か
な
と
こ
ろ
ま
で
は
わ
か
ら
な
い

の
で
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
話
し
か
け
て
頂
き
ま
し
た

し
、
こ
ち
ら
か
ら
話
し
か
け
て
も

気
さ
く
に
会
話
を
し
て
く
れ
る
の

で
、
私
も
少
し
ず
つ
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
が
で

き
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
知
り
得
た
情
報
や

体
験
し
た
こ
と
を
う
ま
く
活
用
し

て
乙
部
町
と
い
う
町
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
観
光
振
興
担
当
　
粕
谷
翔
馬

地

域

お

こ

し

協

力

隊

だ

よ

り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.34

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　

羽
原
純
一
さ
ん　
　

（
千
葉
県
）

　

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
十
基

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

Ｍ

・

Ｕ
さ
ん（
東
京
都

） 

五
万
円

　

羽
原
純
一
さ
ん（
千
葉
県

） 

五
万
円

　

羽
原
俊
英
さ
ん（
千
葉
県

） 

五
万
円

　

岩
田
い
ず
み
さ
ん（
東
京
都

） 

一
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

４
月
15
日
～
５
月
14
日

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね

佐
々
木　

陽よ
う

ち
ゃ
ん
（
敬
・
恵
美
子
・
女
の
子
）

元
町

石
山　

椛こ
こ

愛な

ち
ゃ
ん
（
裕
次
郎
・
琴
恵
・
女
の
子
）

緑
町

中
野
ヤ
ス
ミ
さ
ん
（
93
歳
）
栄　

浜

林　
　
　

幸
さ
ん
（
87
歳
）
緑　

町

永
井　

明
広
さ
ん
（
51
歳
）
滝　

瀬

水
上　

優
子
さ
ん
（
68
歳
）
花　

磯

棚
田
ヨ
シ
子
さ
ん
（
84
歳
）
姫　

川

日
沼
榮
津
子
さ
ん
（
72
歳
）
元　

町

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

編
　
集
　
後
　
記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を

使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口

＝４月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減

世 帯 数 1,923（ ±0 ）

人 口 3,860（ -25 ）

男 1,768（ -12 ）

女 2,092（ -13 ）
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六
月
に
入
り
、
夏
が
間
近
に
な
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
年
は
少

し
運
動
を
し
よ
う
か
な
と
考
え
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
ん
な
方
は
、
今
回
の
記
事
に
あ

る
「
新
日
本
歩
く
道
紀
行
百
選
」
に

選
ば
れ
た
コ
ー
ス
を
一
度
歩
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

き
っ
と
普
段
何
気
な
く
見
て
い
た

景
色
が
、
少
し
違
っ
て
み
え
る
は
ず

で
す
よ
！　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ｎ
）

6月は道町民税第1期の納期限です。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
お
と
べ
五
月
号
十
五
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　

記
事
「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
の
年
齢
が

２
歳
７
ヶ
月
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
１

歳
７
ヶ
月
で
す
。


